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哲学堂公園／撮影：伊藤　正次（中野杉並世田谷支部）

中野区の桜の名所「哲学堂公園」です。哲学堂公園は哲学者で東洋大学の創始者でもある故・井上円
えん

了
りょう

博士
が明治 37年に創設した、哲学世界を視覚的に表現した公園です。現在は中野区立公園として、みんなの憩
いの場となっています。また、中野通りに連なる桜の名所にもなっています。
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TKC東京都心会 会長　山下　明宏巻頭言

　みなさん、こんにちは。

お元気にお過ごしですか。日

頃は当会の活動にご理解とご

協力を賜り、誠にありがとうご

ざいます。おかげさまで飯塚毅

全国会初代会長が示されていた

「TKC会員事務所のモデル像」が、TKC東京都心会

の庭で、芽吹きだしました。

　さて、去る4月7日第199回理事会の後、当会歴代会長

をお迎えし、パネルディスカッションを開催いたしました。

TKC東京都心会創立20周年記念事業の一環です。こ

れまでの20年を振り返り、当会創立とその活動の意義を

いま振り返り、その上でこれからの20年を展望していた

だくという、極めて貴重な、そして誠にありがたく、贅

沢な時間でした。大変重要なお話ばかりでありましたの

で、詳細は、記念誌にまとめ、当会の宝として永遠に留

めさせていただきますが、ここでは一点だけ、言及させ

ていただきます。それは発足当時、会務活動には、数

値目標がなかったということです。聴講者の皆さんが、

大変に驚かれていたことが印象として残りました。そう

なのです。当初のTKCの地域会活動とは、会員相互の

親睦が中心であり、互助であり、啓発であったからです。

そのため、支部もそれぞれに自主性を重んじ、それぞれ

に会費を定め徴収し、決算期もまちまちで、それぞれに

総会を開催してまいりました。ですから役職も持ち回り

で、会員の負担にならないよう、任期も定め、限度も設け、

譲り合い、お手伝いの精神を第一に活動を行ってきまし

た。

　しかし様相が一変します。平成11年にK F S作戦が

始まったときから、数字の達成が地域会の目標とされた

からです。社会、地域をTKC会計人の手で、変革して

いこうとの機運が、TKC全国会で生まれたのです。し

かしそれは全国会のお話です。地域会会員が施策の転

換を、すぐさま理解するなど容易なことではありません。

実際、理事のお立場にある方々にも、「数字をいうのな

ら役職を続けることはできない」とおっしゃった方もいた

そうです。TKC全国会の掲げる理想と、地域会の現実

に板挟みとなって、責務を果たされてきた会長先生方の

ご苦労はいかばかりであったことでしょう。

　平成24年になり、粟飯原一雄先生が、第5代のTKC

全国会会長にご就任されてからは、その価値観はさら

に強固なものとなりました。事業目的に『中小企業の存

続と発展の支援』が明記されたのです。平成33（2021）

年までに関与先50万社に巡回監査+KFS+中小会計

要領をお届けするという壮大な目標が掲げられました。

TKCブランドを持って、社会を変革するとの思いが、そ

こに込められています。会員事務所に置き換えれば、「す

べての関与先に、例外なく巡回監査を実施し、K F Sを

お届けし、中小会計要領に準拠した決算書の作成を支

援しましょう！」となります。事務所を大変革する最大の

チャンスが来たと捉えていただきたいのです。TKC全

国会の方針、当会の活動、事務所経営、そして関与先

の発展が一直線に繋がるのが、これからのTKCの活

動です。その姿を、政策立案者、税務当局、金融機関、

地域社会が見つめています。盤石なる未来の日本を築き

上げるためには、東京の会員が最も実力を発揮する必要

があると強く感じています。

　今年は東京都心会創立20周年の佳節です。7月7日

には記念式典を挙行いたします。多くの皆さまにお越し

いただきたくお待ち申し上げるとともに、歴史を拓く主人

公の皆さまの、益々のご活躍を衷心よりご祈念申し上げ

ます。

TKC会員事務所のモデル像をめざして！
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税務情報システム研修　所得税・消費税
の講師を担当して

（平成 26 年 4月1日～平成 27年 5月11日）

　1月から2月にかけて全4回

にわたり、税務情報システム研

修　所得税・消費税の講師を

担当させていただきました。

　滑舌悪く、話すことを最も苦

手とする私に、予想もしない講

師要請のお話が・・・。

　他にも話上手な先生は沢山いるだろう、とも思いまし

たが、せっかくいただいたお話、断る理由はございませ

ん。とういことで、お引き受けし、まずは1月14日（水）

の講師団研修の参加です。

　全国から参加される諸先輩方の話の上手さ、プレッ

シャーはMAXに。とんでもないものを引き受けてしまっ

た。しかし、後戻りはできません。引き受けた以上は、

期待に応えなければ！  そんな気持ちで事前準備に取り

掛かりました。

　この研修は、経験豊富な所長先生から、入所間もな

い職員さんまで幅広い方が対象の研修になります。税制

改正はもとよりシステムの使い方、改訂等、伝えたいこ

とは山程あります。これらを6時間という限られた時間

で講義する。ただ、テキストを読むだけでは伝わらない

し、補足を加えすぎると時間は足りなくなる。受講者が

眠くならないように、思いはいろいろあります。限られた

時間で、伝えることの難しさを改めて実感しました。

　初回よりは2回目、2回目よりは3回目と、反省点を踏

まえながら最終回の4回まで講義させていただきました。

不慣れな点が多々ありましたが、苦手なことに挑戦し、

成功させるために努力すること、事前準備の大切さ、大

変勉強になりました。

　今回この講師の機会を与えていただいたことに感謝で

す。今後の事務所経営においても苦手なことを避けず何

事にも挑戦していきたいと思います。ありがとうございま

した。

渋谷目黒支部　飯室　真人税務情報システム研修

氏　名 入会日・転入日 住　　　　所 電話番号 支　部
本間　康弘
平賀　康麿
山田誠一朗
小黒　茂夫
松原　圭吾
本郷　孔洋
宮村百合子
伊東　賢治
利根澤功一
髙島　雅之
阿部　祐喜
脇田　弥輝
古澤　　崇
浅野恵一郎
浅川　太一
奥野　浩行
久保田健嗣
石川　裕之

03-6913-5681
03-5332-5990
03-6805-1968
03-3794-9633
03-6908-6937
03-5323-3301
03-5323-3301
03-6432-2732
03-3356-8000
090-3237-7685
03-5227-7870
03-5227-7870
03-5341-4412
03-3348-8938   
03-6383-2791
03-3700-6523
03-3718-7221
03-5937-0095

中野杉並世田谷
新 宿
渋 谷目黒
渋 谷目黒
新 宿
新 宿
新 宿
中野杉並世田谷
四 谷
四 谷
四 谷
四 谷
四 谷
新 宿
中野杉並世田谷
四 谷
渋 谷目黒
新 宿

〒167-0033 杉並区清水1-16-5 IWAIビル5F
〒160-0023 新宿区西新宿7-20-1 プラティーヌ西新宿908
〒150-0011 渋谷区東3-25-3 ライオンズプラザ恵比寿1101
〒153-0043 目黒区東山3-6-9 東武ハイライン東山207
〒169-0075 新宿区高田馬場4-17-15 東陽ビル406
〒163-0631 新宿区西新宿1-25-1 新宿センタービル31F
〒163-0631 新宿区西新宿1-25-1 新宿センタービル31F
〒158-0093 世田谷区上野毛3-23-1-210 
〒160-0022 新宿区新宿2-4-8 第28宮庭マンション601
〒160-0022 新宿区新宿1-2-1 新宿御苑前マンション203
〒162-0825 新宿区神楽坂2-14-7F （税）A.Iブレイン
〒162-0825 新宿区神楽坂2-14-7F （税）A.Iブレイン
〒160-0022 新宿区新宿1-2-9 JF新宿御苑ビル707
〒160-0023 新宿区西新宿3-6-4 東照ビルディング5F
〒166-0003 杉並区高円寺南4-23-8-1002 
〒158-0094 世田谷区玉川1-9-5 二子玉川第2スカイハイツ518
〒152-0035 目黒区自由が丘1-7-3 自由が丘第1マンション106号
〒160-0022 新宿区上落合1-22-6 エコロジー落合レジテンスⅠ-307

H26.4.1
H26.4.3
H26.6.2
H26.7.1
H26.8.6
H26.8.28
H26.9.4
H26.9.25
H26.12.25
H26.12.26
H27.1.8
H27.1.16
H27.1.23
H27.2.4
H27.2.12
H27.3.2
H27.3.24
H27.5.11

新入会員紹介
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企業防衛制度

参加人数：230 名　平成 27年４月16日（木）　於：明治記念館

企業防衛特別研修会を開催しました！
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私が取り組むTKCビジネスモデル
～企業防衛との関わり～

TKCモデルは誰も損をしないビジネスモデル
　あるとき家内が「TKCは誰も損をしていないよね」
と言って喜んでくれた。関与先を一生懸命指導して
がんばっていけば、そこに融資してくれる金融機関
が喜んでくれる。それに伴ってお客様の紹介があり、
またそこからお客様にサービスを提供することがで
きる。そのサイクルがどんどん回り出し、結果、職員
の給料も上がる。国税庁、中小企業庁、金融庁か
ら期待を受ける。TKC全国会とのつながりでしっ
かりした会員組織ができあがっている。
　㈱TKCが提供しているシステムが日本一である。
そしてここに大同生命のスタッフが非常に大きな
ウェートを占めて応援してくれる。40年を超える信
頼関係の上に我々が乗っかっている。

巡回監査から広がるTKC会計人の基本業務
　TKC会計人の基本業務は、黒字決算の継続によ
る企業の存続発展を第一に考えることである。その
中には『会計事務所がいかに効率よく儲けられるか』
という言葉はどこにも出てこない。会計事務所がい
かに楽をしてお客様からお金をもらうかという視点
はどこにもない。まずお客様が発展して、それに伴っ
て会計事務所が発展する。

なぜ伸びなかったのか？　なぜ伸びたのか？
　平成2年に開業して30億円に達するまでに15年か
かった。そこを過ぎるとグッと上がる。そこまでいく

とその後はそれほど意識しなくても上がってくる。
　会計事務所が伸びない一番の理由は所長を管理
する人がいないということだ。目標設定と予実管理
ができていない。これが会計事務所が伸びない最
大の理由だと分かった。自分自身ができていないの
に顧問先に対して目標設定という話ができるわけが
ない。やらなくても誰も怒らない。私自身もTKC
におしりをたたかれながらようやく動いていた。ま
た、大同生命のスタッフが本当に一生懸命である。

ある関与先の教訓
　実際、自分の関与先の社長が急死するというこ
とがあった。膵臓癌が見つかり約3ヶ月後に亡くなっ
た。業績が悪い会社で保険に加入していなかった。
その後は悲惨だった。この事実があって職員も真
剣に企業防衛に取り組むようになった。

『径寸十枚これ国宝に非ず、一隅を照らすこれすな
わち国宝なり』

　話の隅々に関与先、職員そして家族に対する優し
く、暖かい思いが伝わってきました。やはりそれが
企業防衛の原点であると感じました。また、企業防
衛だけではなく会計事務所の業務全般に対する内
容であり、大変有意義な講演でした。

（笹岡　茂）

特別講演

講師：田口　操先生（TKC東・東京会副会長）
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2015年新入職員宿泊特別研修を開催しました
新入職員宿泊特別研修

4月9日

1日目

4月10日2日目 4月11日3日目

受講者73名、内当会29名参加

講義だけではなく、グループディスカッション、
またレクリエーションとして百人一首かるた大会が
行われました！

体験発表・
修了証授与式・
閉所式

研修Ⅱ≪TKC会計事務所職員の業務≫
　　　TKC東京都心会　山下明宏会長

研修Ⅰ≪TKC会計人と自利利他≫
　　　TKC中央研修所顧問　高橋宗寛和尚

研修Ⅲ
≪TKC会計事務所職員のためのマナー≫
コミュニケーション・スキル研究所
西村 隆先生

研修Ⅳ
≪誇りある職業会計人として生きていくために≫
TKC関東信越会　赤岩 茂先生

2015 年４月９日（木）～４月11日（土）　於：大原富士宮ビガークラブ
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積水部会　移動視察研修会報告

　資産活用委員会積水部会移

動視察研修会は、東京都心会

会員（25名）及び家族（7名）

の参加をいただき総勢32名で

開催いたしました。

　1日目は「ニッケガーデンコート花水木」の視察見学及

び研修を行いました。

　東京都心部と違い4か所のコモンスペースをとる贅沢

な配置計画は見ごたえのあるガーデンタウンでした。

　「ニッケガーデンコート花水木」（愛知県一宮市）

　・ 子育て世代をサポートし、安全安心に生活できる

「子育て」「子育ち」「スマートユニバーサルデザイン」

に配慮した賃貸住宅で構成し、子育て世

代を応援するシャーメゾンタウンです。

　　 安心安全面において、歩車道分離やオー

トロックに防犯カメラ、防犯合わせガラス

の採用はもちろんのこと、最も効果的な

住む人同士のコミュニケーションがはかれ

るコモンスペースを設けております。

　・交通／名鉄名古屋本線

 「今伊勢」駅徒歩2分

　・敷地面積／10693.44㎡（3234.69坪）

　・ 建物／重量鉄骨造3階建て×7棟、軽量鉄骨造×4

棟の合計11棟

　・総戸数／90戸

　・駐車場／125台

　その後、伊勢神宮（外宮、内宮）を参拝し身を清めた後、

鳥羽市内にある「タラサ志摩ホテル＆リゾート」に宿泊

し懇親会を行いました。

　2日目はゴルフ組、観光組に分れ、ゴルフ組はジャンボ

尾崎監修の「津カントリー倶楽部」、観光組は鳥羽観光、

伊勢神宮早朝参拝等個々に楽しむことができました。

積水部会長　小林憲史資産活用委員会

開催日時　平成27年4月3日（金）～4日（土）
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税務署情報交換会
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